
　８．中国（地域別調査機関：公益社団法人中国地方総合研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
住関連専門店（営業担
当）

・毎年２万人以上の集客がある年間最大のイベントがあるの
で、大幅な売上増を見込んでいる。

◎
観光型ホテル（営業担
当）

・ゴールデンウィーク、夏休みと来客数の増加が見込める。

◎
競艇場（職員） ・６月末から７月初めにかけて全国発売のレース開催がある

ので売上は確保できる。

○
一般小売店［靴］（経
営者）

・地元デパートのイベントに出店し、カスタムオーダー
シューズの展開をしたので今後の反響に期待が持てる。

○
一般小売店［印章］
（経営者）

・前年より来客数が増えているので景気は上向く。

○
一般小売店［眼鏡］
（経営者）

・買い控えが一段落し、客単価が上昇している。

○
スーパー（販売担当） ・夏物衣服を求める客の声があり、財布のひもは固いが欲し

い物を購入しようとする傾向は続く。

○
コンビニ（エリア担
当）

・来客数の伸びが今後も続く傾向である。

○
コンビニ（支店長） ・来客数が増加するとともに消費者動向にも変化が見られる

ため、景気は若干の上向き傾向にある。

○
コンビニ（副地域ブ
ロック長）

・盛夏に向かって客の動きが活発になり、県外や海外からの
観光客が多数訪れるとともに、健康志向の高まりから付加価
値のある食材のニーズが掘り起こされる。

○
家電量販店（店長） ・現在好調である来客数に加えて客単価も上昇すれば、猛暑

でエアコンの動きが好調であった前年の売上をクリアでき
る。

○
家電量販店（販売担
当）

・エアコン需要に期待できる。

○
乗用車販売店（業務担
当）

・新商品の投入によって販売量が上向く。

○
乗用車販売店（営業担
当）

・過去のデータから夏前に客の動きが活発になる傾向があ
る。

○

その他専門店［土産
物］（店長）

・例年４月下旬からゴールデンウィークにかけて他県からの
来場が増えており、今年は短くても５連休のため盛況となる
見通しである。ゴールデンウィークを過ぎても外出には良い
時期で、４月の客の動きを見ても落ち込みはない。

○
その他小売［ショッピ
ングセンター］（管理
担当）

・近隣に大型商業施設の開業があり、今後の客の動向を注視
する段階であるが、オープン景気もあって消費は向上する。

○
旅行代理店（経営者） ・北朝鮮問題などがあるため海外旅行には今一つ伸びがない

ものの、国内旅行の需要は増加する。

○
タクシー運転手 ・ボーナス時期になり、天候次第で販売量は増加する。新卒

の運転手も増え、売上は伸びる。

○
通信会社（総務担当） ・現在は年度替わりの一時的な販売量の増加があるが、５月

ごろには通常の販売量に落ち着く。
○ 通信会社（工事担当） ・客の様子から景気は上向く。

○
住宅販売会社（営業担
当）

・物件の引き合いが多い。

○
住宅販売会社（営業担
当）

・客からの問い合わせ件数が増加してくるため、徐々に景気
も良くなる。

□
商店街（代表者） ・客の来店間隔や購入間隔が延びており、今年に入ってから

も売上が徐々に低下してきているため、今後も同様の傾向が
続く。

□ 商店街（理事） ・景気が良くなる材料はない。

□
商店街（代表者） ・市内に新形態の大型ショッピングセンターができたため、

客が分散化し更に厳しさが増す。

□
商店街（代表者） ・いまだに地方では収入が増加しないため、食品の値上がり

が家計を圧迫し、当店商品の制服などには倹約が続く。

□
一般小売店［茶］（経
営者）

・今後の新茶の動きを見ると変動はないものの、茶葉の売上
が全体的に低下しているため不安が残る。

□
一般小売店［紙類］
（経営者）

・買いまわり客がいるので売上に大きな変動は起きない。

□
一般小売店［食品］
（経営者）

・来客数の動きと客単価の動きを総合すると今の傾向が続
く。

□
百貨店（経理担当） ・価格が高めの婦人服の売上が回復しない限り今の状況が続

く。
□ 百貨店（営業担当） ・衣料品の売上は伸びず先行きも厳しい状況は変わらない。

□
百貨店（営業担当） ・株価の乱高下もあって客の購買心理が向上する要素がな

く、現状のまま推移する。

家計
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(中国)



□
百貨店（売場担当） ・４月後半から同じ商圏内に大型商業施設が出店しているた

め、来客数が若干減少する。

□
百貨店（購買担当） ・３～４月は食品の売上が前年をクリアしているが、婦人服

関係は厳しい。アパレル関係がものづくりを抑え、人員削減
も行っているので景気は良くならない。

□

百貨店（売場担当） ・少しだけ景気が良くなった感はあるが、抜本的に好況に転
じたわけではなく、先行きも予断を許さない状況にある。動
きが良くなってきた商品群はあるものの、百貨店全体として
は不振なアイテムも多く残っている。

□ スーパー（店長） ・景気が変わる要因はない。

□
スーパー（店長） ・客単価は前年をクリアしているが、来客数が97～99％で推

移し売上も年末から前年を割っているので、先行きも同様に
推移する。

□ スーパー（店長） ・天候によって販売量が変わってくる。

□
スーパー（店長） ・客の買物点数が減少しつつあり、買物を少し控える傾向に

ある。

□
スーパー（店長） ・地域経済が上向く様子はなく、客が消費を抑える傾向は今

後も続く。

□
スーパー（総務担当） ・季節的に売上が上向く時期であるが、数か月の流れを見る

と横ばいが続く。

□
スーパー（財務担当） ・個人所得が増えず、今後も大幅な給与の増加が見込めない

ため客の節約志向は続き、売上の増加が期待できない。

□
スーパー（管理担当） ・向こう３か月は来客数が大きく増減する要因はなく、現状

が続く。

□
スーパー（営業システ
ム担当）

・様々な商品が値上がりしているため景気が良くなる要因は
なく閉塞感があることから、必要最低限の買物にとどまる客
の傾向は強くなる。

□
コンビニ（エリア担
当）

・景気が上向く見通しが立たないため、本部の施策や天候に
合わせた商品仕入れなどによって売上向上を図っていく。

□
コンビニ（エリア担
当）

・近隣に大型スーパーができて客足に影響が出ており、今後
もこの状況は続く。

□
衣料品専門店（経営
者）

・景気が良くなる見通しがない。

□
衣料品専門店（店長） ・単価の高い商品の動きがかなり悪く、客からも低価格商品

への要望が多いので、売上、来客数共に増加は期待できな
い。

□
家電量販店（店長） ・ヒット商品になる家電商品はなく、先行きの見通しは明る

くない。
□ 家電量販店（店長） ・景気が良くなる要素がなく家電市場自体が縮小している。

□
家電量販店（企画担
当）

・景気が良くなる要因がない。

□
乗用車販売店（統括） ・新型車効果が薄れてきているため、販売量の増加は見込め

ない。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・決算後は毎年売上が落ち込んでおり、今後消費税率引上げ
前には少し上向く可能性があっても、ほぼ現状が続く。

□
乗用車販売店（店長） ・エコカー減税対象車種が限られてくる影響で販売量が落ち

込み、サービス入庫客が減少する。

□
乗用車販売店（総務担
当）

・長期化している納期を短縮することは難しいが、広告宣伝
を増やしているため現状の来客数と販売数は維持できる。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・客から景気が良くなる話はなく、新車販売や来客数の増加
は見込めない。

□

自動車備品販売店（経
営者）

・来月から再来月にかけて商品の値上げが予定されるため、
本来であれば駆け込み需要を期待できるところ、メーカー側
で品不足が続いているため、結果的に販売店には恩恵が全く
及ばず、客が盛り上がっても売上に期待できない。

□
その他専門店［和菓
子］（経営者）

・来客数が増減する要素はない。

□
その他専門店［時計］
（経営者）

・人口減少や高齢化の影響で取扱商品の販売量を増加させる
ことは難しく、景気が良くなっても売上増加に結び付くかど
うかは不確定である。

□
その他小売［ショッピ
ングセンター］（所
長）

・有名衣料小売店が撤退した空き店舗を年内は催事にて対応
するしかない。

□
高級レストラン（宴会
サービス担当）

・予約状況の動きは前年より鈍い。

□
一般レストラン（経営
者）

・当地域では零細企業の賃金は横ばい状態であるとともに生
活に変化はあまり見られないため、各家庭に働き手は多いが
それが外食利用の増加につながりにくい。

□
一般レストラン（外食
事業担当）

・新たに出店した店舗、従来からある店舗のすみ分けがで
き、客の利用が固定化しているため現状のまま推移する。



□
スナック（経営者） ・ここ何年も当業界の景気は上向いておらず、今後悪くなる

ことはあっても良くなる気配はない。

□
都市型ホテル（スタッ
フ）

・客の動きなどから景気が上向く気配はない。

□

都市型ホテル（企画担
当）

・前年度のデスティネーションキャンペーンが終了したた
め、消費喚起に結び付く主だった景気施策はなく、好景気へ
の起爆剤が見当たらない。海外情勢が不安定な中で、旅行な
ど国内に消費の矛先を向ける必要がある。

□

都市型ホテル（企画担
当）

・宿泊の事前予約状況は通常どおりに推移しているが、直近
の予約状況は低迷している。レストランの予約状況は通常ど
おりに推移しているが、当日来客数がやや好調に推移してい
る。

□
都市型ホテル（総支配
人）

・先行予約が前年並みで推移している。インパクトのあるイ
ベントの計画はなくなぎの状況である。

□
旅行代理店（営業担
当）

・夏休み需要で販売量は上向きになる見込みではあるが、世
界情勢に左右されるため楽観視できない状況である。

□ 通信会社（社員） ・景気の先行きを判断する材料がない。

□
通信会社（企画担当） ・スマートフォン関連の売上は堅調に推移する見通しである

が、それ以外のテレビやネット商材については新サービスが
特にないので上向きになる可能性は低い。

□
通信会社（販売企画担
当）

・業界にトピックスがない。

□
通信会社（総務担当） ・季節変動要因であるが、転出者数と転入者数が例年とほぼ

同等の水準となる。

□
テーマパーク（管理担
当）

・地方消費に変動はない。

□
テーマパーク（営業担
当）

・大きなイベントはなく、国内団体旅行の動きも鈍いが、外
国人旅行者の増加が見込める。

□ ゴルフ場（営業担当） ・来客数は変わらないが高齢者の利用が減少する。

□
美容室（経営者） ・客が髪に金を使う余裕が出てくるほど景気は良くならな

い。

□
美容室（経営者） ・２～３か月で客の所得が上がることには期待できず、節約

志向が変化することもないので、景気に変化はない。
□ 美容室（経営者） ・客の消費の問題よりも人手不足が深刻な状況である。

□
設計事務所（経営者） ・不動産仕入れの物件に少しずつ効果が表われ、現状が維持

できる。

□
設計事務所（経営者） ・政策で地方へ予算配分される見込みがなく、世情不安の声

が大きくなってくる。

□
設計事務所（経営者） ・建築資材や人件費が上昇しているので消費者の動向が読み

づらい。

□
設計事務所（経営者） ・建築現場は技術者も職人も不足しており、その状況が改善

される様子はない。このまま建築費のコストアップが続けば
受注は減ってしまう。

□
住宅販売会社（従業
員）

・建築自体の受注は増えているが、戸建て注文住宅では大き
な伸びが期待できない。

□
住宅販売会社（営業所
長）

・住宅ローンの金利や税制に大きな変化がない。

▲
商店街（代表者） ・近隣での大型店の開店は力の弱い店舗にとって死活問題と

なる。
▲ 商店街（代表者） ・食品関係などの値上げで客の買い控えは続く。

▲
百貨店（販売促進担
当）

・ゴールデンウィークに県外からの客に期待できるが、北朝
鮮問題で先行きへの不安感は残るので、客の厳しい購買姿勢
に変化はない。

▲
百貨店（外商担当） ・来月以降は店舗や周辺環境に改善要素はなく、今後も厳し

い状況が続く。

▲
スーパー（店長） ・北朝鮮問題やＥＵ問題など世界情勢が不安定で、日本にも

これといった景気が良くなる話題がないため、景気はやや悪
くなる。

▲
スーパー（業務開発担
当）

・向こう１年は競合他社と激しい競争が続くため厳しくな
る。

▲

スーパー（販売担当） ・新生活商戦は年間でもウエイトの高いイベントであるが、
例年になく苦戦を強いられている。４月商戦の主要な対象は
転入者であるが、地方都市ではその数が年々減少しており、
それに加えて家具家電付きのマンションやアパートも増えて
いるため、家電市場が縮小している。市場環境の変化に販売
施策が追い付けない現状では、景気の回復は期待できない。

▲
その他専門店［布地］
（経営者）

・当地方では景気を活性化する材料がない。国が地方の活性
化策を考えないと大都市中心の国になってしまう。

▲
一般レストラン（経営
者）

・米国と北朝鮮の関係で先行きが不安である。



▲
一般レストラン（店
長）

・近隣郊外に大型ショッピングセンターができ、中心部への
来店が減る。また花見シーズンが終わり、インバウンドの予
約が一段落しているため、予約数も少なめの状態が続く。

▲
その他飲食［サービス
エリア内レストラン］
（店長）

・交通量が減少するので、来客数も減少する。

▲
観光型ホテル（宿泊担
当）

・希望の日程でも価格が合わないと宿泊を中止する客が増え
ている。

▲
タクシー運転手 ・ゴールデンウィークは観光客がマイカーで来たり、金を使

わない傾向が続き、飲み客が減少するため景気は悪くなる。

▲
通信会社（広報担当） ・品質ではなく価格勝負になっており、景気が上向く様子は

ない。

▲
通信会社（営業担当） ・地元プロ野球チーム関連の商品やサービスの販売が好調に

推移しているが、一過性のものなので今後漸減する。

▲
テーマパーク（業務担
当）

・例年の梅雨の時期は入園者数が減少する。

×

スーパー（店長） ・近隣に競合店がオープンしたため今後苦戦する。また働き
方を改善する国の政策に沿う必要から、残業削減などの労働
時間管理が最優先課題となるため、販売に手をかけられなく
なる。

×
自動車備品販売店（経
営者）

・仕入原価の高騰で販売価格が値上げとなれば、客の買い控
えが出てくる。

◎
窯業・土石製品製造業
（総務経理担当）

・計画になかった大型案件の受注で生産量が増えるので、数
名の派遣社員を雇う予定である。

◎
輸送用機械器具製造業
（経営者）

・秋に向けて新車が立ち上がるので景気が良くなる。

○
化学工業（経営者） ・主要取引先の春の定期修繕がほぼ終了し、自動車部品メー

カーを中心に輸出の好調を受け、当初計画の１割相当の受注
量増加となる。

○
鉄鋼業（総務担当） ・関東の建築物件の話が当地区でも聞こえ始めているので、

少しずつでも活動レベルが上向いていく。

○
鉄鋼業（総務担当） ・自動車関連製品に加え、電子部品関係も受注が増加してい

く。

○
一般機械器具製造業
（管理担当）

・大口の受注が入っている。

○
輸送用機械器具製造業
（経営企画担当）

・主要客から受注量増加の内示を受けている。

○

輸送用機械器具製造業
（財務担当）

・長期に渡る新造船市況の低迷により、依然足元の受注環境
は苦しいが、運賃の改善や船価が底値を打つなど明るい情報
もあり、水面下では成約も出始めているため先行きは多少良
くなる。

○
建設業（総務担当） ・フランス大統領選挙や北朝鮮情勢に伴いリスクが増加して

くる。

○
輸送業（総務担当） ・宅配便関係の報道が頻出しているが、価格競争から適正価

への移行に期待できるため、景気に好影響が及ぶ。

○
通信業（営業企画担
当）

・セキュリティ、モノのインターネット、新たな通信技術の
ＬＰＷＡ等のキーワードが客との打合せで示されており、具
体的な検討の可能性が出てきている。

○
広告代理店（営業担
当）

・現状の受注先の情報や先付け受注の動きから、景気が少し
良くなる方向で推移している。夏の販売促進の準備等の客情
報もあり、受注量は増える見込みである。

○
会計事務所（職員） ・設備投資の額は相変わらず増えていないが、製造業が抱え

ている受注額は例年よりも多い。毎年４月の受注額は３月を
大きく下回るが、今年はその下がり幅がやや少ない。

□
食料品製造業（総務担
当）

・景気は現状が続く。

□
化学工業（総務担当） ・2016年期末決算が良い見込みとなるためすぐに景気が後退

することはないが、今期の見込みが決して甘くないことから
全般の景気は横ばいとなる。

□
非鉄金属製造業（業務
担当）

・自動車向け、家電向けの需要の旺盛さは継続する見込みで
あるが、これ以上の上昇は見込めない。

□
金属製品製造業（総務
担当）

・先行きに対しては好材料も懸念材料も見当たらず、現状の
厳しい状況が継続する。

□ 建設業（総務担当） ・この先１年は受注の目途が立っている。

□
通信業（営業担当） ・ＳＯＨＯや中小企業などのセキュリティ関連の商材はいく

らか引き合いあるものの、景況感にあまり変動はない。

□
金融業（融資企画担
当）

・当面は系列の地元自動車部品メーカーの受注が高水準を維
持する。

▲
食料品製造業（経営
者）

・受発注関係の数量が減少しており、今後伸びる可能性はな
い。

企業
動向
関連

(中国)



▲
木材木製品製造業（経
理担当）

・前年度の住宅着工戸数がピークとなり、今後は人口減、世
帯数減、職人不足も加わり新設住宅着工戸数は減少傾向にな
るため、住宅業界の景気は今後やや悪くなる。

▲
その他製造業［スポー
ツ用品］（総務担当）

・景気改善の兆しは一向に見えてこず、政情や金融の不安は
依然として続いているため先行きも厳しい。

▲
輸送業（経理担当） ・戦力確保や収受料金の改定が進まない限り状況は好転しな

い。

▲
金融業（貸付担当） ・百貨店等の販売額は前年割れ、また新設住宅着工戸数も前

年割れとなっている。

▲
不動産業（総務担当） ・賃貸物件の需要が落ち着く時期となり、来客数や成約件数

は減少する。

×
一般機械器具製造業
（総務担当）

・受注量や販売量の動きが悪くなる。

◎ － －

○
人材派遣会社（支社
長）

・新入社員採用と重なる時期なので新規求人数は春先に一旦
落ち込むが、例年どおり５月以降回復する。

○

人材派遣会社（経営企
画担当）

・求職者は正社員志向が一層高くなっており、正社員は安定
しているとの思いを強く持った人の相談が多くなる。更に在
職者の相談も増えており、良い求人があれば転職をする状況
が増加していることから、企業マッチングの難易度は高まっ
ていく。

○
人材派遣会社（支店
長）

・世界情勢に市場が若干反応しており、今後重工業関係とそ
の下請などに影響が出る可能性がある。

○

職業安定所（所長） ・電子部品製造工場の増設や飲食店の新規出店など、新たな
求人募集の情報が増えてきており、求職者数の減少傾向とあ
いまって人手不足感が増しており、今後の求人数は増加傾向
で推移する。

○
職業安定所（雇用開発
担当）

・求人企業から当面景気の悪化につながる情報はなく、今後
２～３か月は改善傾向が続く。

○
民間職業紹介機関（職
員）

・米国大統領の政策の影響はなく、製造業の設備投資は順調
で、採用意欲も高い。

○
学校［短期大学］（進
路指導担当）

・前年同時期と比較して、新卒求人の待遇の上昇や採用数の
増加が見られ、企業や団体の経済規模が拡大している。

□
人材派遣会社（社員） ・有効求人倍率が1.7倍で、求職者のマッチングとリクルー

ティングが課題の状況であり、引き続きこの状況が続く。

□
求人情報誌製作会社
（営業担当）

・求人数が高位で安定する。

□

求人情報誌製作会社
（広告担当）

・人手不足の状況で、学生にとっての売手市場を背景に４月
に入社した2017年新卒者の大手企業志向が、学生アンケート
の結果、2010年以来８年ぶりに過半数を超えており、理系は
その傾向が強い。中途採用市場も有効求人倍率1.42倍とバブ
ル期と同率の高さである。就職氷河期に採用を手控えていた
企業が、その年代の年齢層を埋めるため中途採用市場も売手
市場となっている。景気と採用者数はリンクしているため、
ここしばらくは同じような状態になる。

□
職業安定所（産業雇用
情報担当）

・管内にあったボーリング場が老朽化で閉鎖したが、他に企
業倒産の話はなく、今後も落ち着いた状況が続く。

□
職業安定所（産業雇用
情報担当）

・人手不足が続いて求人数は増加しているが、景気が回復し
ているとは言えないため、今後もしばらく様子を見る必要が
ある。

□
民間職業紹介機関（人
材紹介担当）

・求人を活性化する施策がない。

□
学校［大学］（就職支
援担当）

・採用動向に大きな影響を与える要因がない。

▲
新聞社［求人広告］
（担当者）

・原油高や米国政策の不透明感などに加え、人手不足に伴う
人件費の高騰など企業経営にとってのマイナス要因が今後ま
すます増大する。

× － －

雇用
関連

(中国)
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